
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

60　醸 　 造

220
清酒醸造におけるイ ノシ トール の意義

（菊正宗 ・総研〉○ 古川恵司 ・溝 口晴彦 ・原　昌道

1 ）目的　 清酒 醪へ の イ ノ シ トール （Ino）の 添加は 、 醗酵促 進 とともに香 気生成抑制効

果 が ある こ とが知 られて い る 。 Ino が醪 中の 酵母 の 挙動 や 酒 質 に及 ぼす 影響 に っ い て 、醪

で の Ino の 消長 との 関連 に お いて 検 討 した 。

2 ）方法 　 Ino は Kloeckera　 apiculata を用 い る バ イ オア ッ セ イ法 に よ り定 量 した 。 液

体試料 ある い は個体試料の 水抽出物に っ い て 18％ 塩酸で 1工5℃ ， 30 時 間分解後 定量 に供

した も の を 可溶性 Ino と し、未分解 の ま ま 定量 した遊離 Ino と併せ て 評価 の 対 象 と した 。

3 ＞結果　醪上澄 にお い て留 5 日 目には 遊離 Ino は 0．1μ g／ ml 以下 とな り最低 値 を示

したが、こ の とき可溶性 Ino は 3．5μ g／ml 存在 し、酵母 によ っ て 遊離 Ino が 選択的 に

取 り込まれ 欠乏状態 とな る こ とが示 され た。lno の 添 加に よ っ て醪 中の 酵母数は約 2 倍に

増 大 し、酢酸 イ ソア ミル 、 酢 酸エ チル 、 カ プ ロ ン 酸 エ チ ル等の エ ス テル 及 び リン ゴ酸の 生

成が抑制 され た 。 これ らの 現 象には InQ を留 7 日鼠まで に添加 した場合 には添 加時期 に

応 じた影響が現わ れ それ 以 降の 添加 は 無効で あ っ た 。 また初発酵母数を 108／ml 以 上 と し

たと き には 添加効果 がなか っ た こ とか ら酵母の 増殖 期 にお ける Ino 供給量が影響す る と考

え られた。王no 添加 量 との 関運 にお い て は 総米 2DOg 当た り 10mg ま で 添加 量 に応 じた影

響が み られ 、原料 か らの 持ち込み や 醪中の 溶出量 か ら判断 して 醸造 条件 の 違 い に よ る 酵母

へ の Ino 供給 量 の 多少が酒 質 に影響 す るこ とが 示 唆さ れ た 。 醪分画 酵母 菌体 の Ino 含量

は醪 前半で は Ino 添加醪 の 方が 無添 加醪 よ り高か っ た が後半 で は逆 転 した 。こ の 傾向は ボ

ス フ ァ チ ジ ル イ ノ シ トー
ル 含 量 にも反映 され た 。
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火 落菌 の 生 育 に 及 ぼ す グ ル タ チ オ ン の 影響

（実践女 子大）　 ○百 瀬洋夫 、橋 本麻子 、草間 か お る

［目的 ］　 真 性 火 落 菌 は ア ル コ
ー

ル 類 に よ っ て 生 育 が 促 進 さ れ る こ とが 知 られ て い る が 、

そ の 機 構 は 不 明 で あ る 。 　 真 性 火 落 菌 の 好 ア ル コ ール 性 機 構 の 一
っ と し て 、 前 回 は 自 己 消

化 能に っ い て 報 告 し た 。 　 今 回 は 火 落 菌 の 増 殖 に 及 ぼ す グ ル タ チ オ ン の 影 響及 び 火落 菌 の

菌体 外 へ の グ ル タ チ オ ン の 排 出 に 及 ぼ す エ タ ノ ール の 影 響 を 検 討 し た 。

［方 法 ユ　 Lactobacillus 　 heterohiochii 　 H−−1 を供 試 菌 と した 。 　 グ ル タ チ オ ン 、 シ ス テ

イ ン 等が 生 育 に 及 ぼ す 影 響 は、ア ス コ ル ビ ン 酸を 除 き エ タ ノ
ー

ル を 0 ％ 及 び 6 ％ と した 田

村培 地 で 調 べ た 。 　 エ タ ノ ール 6 ％ 田 村 培 地 で 培 養 した 菌 体 を 生 理 的 食 塩 水 で 洗 浄後 、エ

タ ノ
ール 0 ％ 及 び 6 ％ ， 0。02M 酢 酸

一酢酸 ナ ト 1丿 ウ ム 緩 衡 液 pH4 ，0 に 懸 濁 し、経 時 的 に 菌

体 外 及 び 菌 体 内 の グ ル タ チ オ ン を 測定 し た 。 　 菌体 か ら の グ ル タ チ オ ン の 抽 出 に は 過 塩素

酸 を 用 い
、 グ ル タ チ オ ン の 定 量 は グ ル タ チ オ ン レ ダ ク タ ーゼ を 用 い る 酵素法 に よ っ た 。

［結 果 ｝　 グ ル タ チ オ ン 及 び シ ス テ イ ン は 、 エ タ ノ
ー

ル 0 ％ ， 6 ％ 培 地 と も 100ppm ま で 濃

度 の 上 昇 と と も に 明 ら か な 生 育 健進 効 果 が 認 め ら れ た 。 　 菌体 か ら の グ ル タ チ オ ン の 排 出

は、エ タ ノ ール の 存在 に よ り顕 著 に 碇進 さ れ 、 排 出蠻 は 70時間 又 は 93時間 培養 菌体 （対数

増 殖 期 又 は 定 常期初期 ）で 大 き く、 120 時 間 培 養 菌 体 で は 低 下 し た 。 　 火 落 菌 は 培 養液 中

に 浮 遊 して い る 状 態 で は 生 育 が 著 し く遅 れ た 。 　 器 壁 に 固 定 さ れ た 状 態 で グ ル タ チ オ ン を

排 出 した 場合 、培 養 液 の 対 流 が 無 い と す れ ば 、 菌 体 の 非 常 に 近 い 部 分 で 培 地 の rH の 低 下 が

大 き く な り 、 そ の こ と が 火 落 菌の 生育 促進 に 働 く こ とが 考え ら れ る 。
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